
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
あれ、まごころ
0 0 0 0
の一念を以っ
て貫き通せ。かかれば皇国日本の要求する、そして本校が力とする強き女
性が其処に誕生することを信じて疑いません（＊圏点は原文のまま）。
　「らしく
4
」「明るく
4
」「きまりよく
4
」という三つの「く」と、「まごころ」
という一つの「ろ
4
」をもって「三く一ろの訓」とする訓示が、前任の沼田
校長から引き継がれているそうである。
　また、この号は「内宮奉斎記念号」となっていて、本校内に伊勢神宮の
内宮を造って、その記念式典を昭和10年（一九三五）7月18日に挙行した
との記事がある。そして、「雪の内宮奉斎所」なる写真（雪景色の中の内
宮の写真）も掲載されている。
　このような環境の中に育っている女子学生が、九条武子について、どの
ようなイメージを抱いていたのかが、おおよそ推測できる。
　それは既に見たように、あまりにも偶像視、偉人視されている。それは
彼女たちだけがそうであったというのではなく、彼女たちを取り巻く教師
や親や、友だちの多くがそのようなまなざしや心で九条武子を見ていたと
いうことである。
　私はそれを「虚像」であると言い捨ててしまうつもりはない。また、今
日の人々の目から見たら、あまりにもかけ離れていて問題にならないと一
蹴するつもりもない。それが日本のかつての現実であったと受けとめる。
ところで、九条武子と同時代の詩人の霜田史光は、彼女を次のような詩で
表現している。
　　　都の白無垢　　　霜田史光
都の白無垢
誰のために着たの
霜田史光研究落穂拾い（その3）
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九条武子の
お送りに
九条武子は
よい女
心もきれい
身もきれい
雪の降る日に
さよならと
雪よ　ふれふれ
たんとふれ
屋根から路まで
すっぽりと
都は白無垢
着て送る
　　（＊この詩は『民謡詩人』昭和3年８月号に発表された。）
　この詩を作った史光の意識と、女子学生の意識は、どう違っているだろ
うか。もちろん、九条武子を尊敬するという気持ちは両者に共通している
が、史光の場合、崇拝するというところまでいっていたかどうか。「よい女」
とざっくばらんな言葉で表現し、「心もきれい」「身もきれい」と実にあっ
さりと受けとめている。なんら、力が入っていない。
　また、この詩は亡くなった九条武子を見送る女性の目線で作られている。
「白無垢」を「着て送る」という言葉があるから、見送るのは女性であろ
うということになる。しかし、この詩では見送る主体は「都」である。「都」
とは、人ではない。しかし、人物であるとは言える。都に住む多くの人々、
老若男女すべてを含む言葉である。作者はこの言葉を使うことによって、
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九条武子が都の老若男女すべてに慕われた人であったことを暗示しようと
したといえる。
　だが、この詩を読んでいくと、さらに、こんなことにも気が付く。すな
わち、「白無垢」とは女性が身につける着物のことというよりも、降って
来た雪のことを言っているのではないかと。都に住むすべての人が見送る
ように、空から降ってくる雪も、九条武子の死を悲しんで、見送っている。
そういうイメージである。
　そして、この詩では九条武子がどのような女性で、どのようなことをし
たのかということなどの情報は、いっさい流していない。だから、この詩
はそうした情報が既に入手済みという人たちに向けて書かれているのであ
る。この詩が発表された当時は、それで十分、読者には受容された。しか
し、時代がどんどん変わっていくと、そうした情報を知らない人が増えて
いく。だから、今日、この詩を読む人はそうした情報を入手してからでな
いと、この詩の深い意味は理解できない。
　ところで、話を元に戻して、秋田県立横手高等女学校の校友会雑誌を見
ることで、九条武子が昭和10年（一九三五）において、まだ、「過去の人」
になっていなかったのだということがわかる。おそらく、今（平成28年、
西暦2016年）、九条武子を知っているという若者は、あまりいないのでは
なかろうか。昭和3年（一九二八）に亡くなっているから、没後88年であ
る。このくらい、年数がたつと、たいていの人は忘れ去られる。
　問題は、女子学生たちが抱いていた九条武子に対するイメージである。
ある者は、次のようなイメージを抱いている。
　a　「大奥の姫君として花の如く愛
め
でられ健やかに成長」
　b　「冷たい運命の糸に操られ、後世、宗教的、敬虔な生活を送ったあ
　　　の優姿」
　c　「麗しい心を花に歌い月に詠じて自ら慰めると共に、敢然、社会の
　　　荒波へ救いの手をさしのべられた尊い事業！」
　d　「不遇の人々を集め、自ら仏となって愛された夫人の尊い姿」
霜田史光研究落穂拾い（その3）
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　また、ある者は、次のようなイメージを抱いている。
　e　「『麗人』！という言葉は、九条武子夫人のために作られたもの」
　f　「天性、美しい人」
　g　「容姿の美しいばかりでなく、その心ばえの美しさ」
　h　「夫人の歌は気高く、うるわしく美玉を銀盤にまろばすような感じ」
　i　「社会事業におつくしになられ、貧民、病者の救済につとめ」
　これらのイメージには、共通したものが見いだされる。すなわち、一つは、
既に述べたように、「貧民、病者の救済」という社会事業に尽くしたとい
う点である。cやdやiに見られるイメージである。しかし、九条武子に
対するイメージは、これだけではない。abefgに見られるような「容
姿の美しさ」と「心ばえの美しさ」を兼ね備えた人というイメージが強く、
それゆえ、女学生にとっての「あこがれの人」となっているのである。こ
の点を看過することはできない。すなわち、単に社会事業に尽くしたとい
うことだけで彼女にあこがれているわけではないのである。さらに、もう
一つ、hに見られるように、歌人としての九条武子に注目する見方も存在
するが、この点は前の二つに比べれば、イメージとして微弱である。よっ
て、まとめると、女子学生たちが抱いていた九条武子に対するイメージは、
「容姿の美しさ」と「心ばえの美しさ」を兼ね備えた人が、「貧民、病者の
救済」という社会事業に尽くしているという、それこそ、天は二物を与え
ずどころではない、破格の存在としてあがめられていたという実態が浮き
彫りになる。しかも、それが、「大奥の姫君として花の如く愛
め
でられ」⒜
という凡人とは異なる身分・地位・財力に裏打ちされていたことは、かす
かに意識されてはいるが、それが必ずしも前面には押し出されてはいない。
つまり、凡人とは異なる身分・地位・財力に裏打ちされていたのだから、
ある意味、当然可能な所業・行為だったのだとは理解されていないのであ
る。この辺のところが、女子学生のみならず、当時の人々がマスメディア
から情報の流し方の強弱を左右されていたことの証左である。そして、マ
スメディアから流された情報は、「冷たい運命の糸に操られ」⒝という彼
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女の結婚の不幸や、病気という悲劇的な面であった。こうした情報が多く、
かつ、強力に流されたため、凡人とは異なる身分・地位・財力という面が
消えていった（完全には消えはしない。その面のイメージが弱くなったの
である）。そして、九条武子という存在は、庶民にとって身近な存在になっ
ていったのである。つまり、私が言いたいのは、やんごとなき身分・地位・
財力の九条武子がどうして庶民や女子学生の「あこがれの存在」となりえ
たのか、ということの解明である。
　マスメディアから流される情報によって、人に対するイメージが作られ
る。九条武子に対して作られたイメージは、既に見たとおりであるが、そ
れは女子学生には女子学生なりのものがあった。彼女たちは、九条武子が
持っていた「凡人とは異なる身分・地位・財力という面」を越えて、純粋
に、「容姿の美しさ」と「心ばえの美しさ」を兼ね備え、周りの弱者や「困っ
ている人々」を救済したいと願い、「理想の人間像」を追い求めたのである。
それはそれで素晴らしいことであり、若者が抱く観念としては適確である。
しかし、それを現実的に行おうとすれば、自分の職業や財力という面を考
慮しなければならない。そうした現実にぶつかるのが事実である。しかし、
若者が青春期において、自分たちの目指す「理想の人間像」として思い描
くのは、そうした先のことや、現実的な面をあまり考慮しない方がいいの
かもしれない。なぜなら、そうしたことをいろいろ考えると、「理想の人
間像」など思い描くこと自体が、無意味となるからである。理想は理想で
あるから、その時期、意味を持つのである。
　ところで、霜田史光の九条武子に対するイメージは、女子学生のように、
「理想の人間像」を追い求めて九条武子に行き着いたというのではない。
彼の場合、武子が死んだという事実から出発している。そして、生前の武
子の行いや何かを回想しつつ（それらはおそらく、当時のマスメディアか
ら流された情報に基づく間接的なものであり、女子学生と似たものであっ
たろうと推測する）、一人の人間の死を悲しみ、悼むという情念で詩が構
成されている。生前の武子の行いや何かについて、くどくどと詳細な情報
霜田史光研究落穂拾い（その3）
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を述べることをせず、ただ単に「よい女」「心もきれい」「身もきれい」と
述べているにすぎない。ここから、この詩の読者がどんなことを想像する
かは、すべて読者に委ねられている。それが史光の採った方法である。す
なわち、史光の場合、九条武子は「理想の人間像」として引き合いに出さ
れているのではない。それは、ごく普通の一般的な女性の死を悼むがごと
く、作者にとって身近であるのみならず、「都」の人全部にとっても身近
である女性の追悼の思いを述べる対象として引き出されているのである。
そして、ここでも、九条武子に付着する「凡人とは異なる身分・地位・財
力という面」は越えられている。横手の女子学生の場合と同じである。史
光の意識の奥深い部分に、それは確かに存在したと思われるが、詩の中で
はそれは一切浮上していない。もしそれが少しでも現れていたら、詩に対
する多くの共感・共鳴者は得られなかっただろう。したがって史光はあえ
て、それを隠蔽したのだともいえる。どんなところに生れ、どんなことを
した人だかよくわからないけれども、ともかくこの人は「心もきれい」「身
もきれい」な「よい女」の人であったのだと説く。そして、その人のお葬
式の日、雪が降って、みんなで送ろう、雪まで見送ってくれているのだか
らと、詩の読者に呼びかけている。清浄な雪と、故人の人柄や人生の清浄
さが響き合って、何とも言えない清らかな雰囲気を漂わせている。霜田史
光にとっての九条武子は、自分の詩的世界をうまく表現できる素材の一つ
だったのである。
　以上、九条武子という日本近代の代表的女性の一人を、昭和十年代の女
子学生がどのようなイメージでとらえていたかを、校友会雑誌の記事から
探究した。また、それとかかわる形で、武子と同時代の詩人霜田史光が彼
女をどのようなイメージで詩作品に登場させているかを探究した。両者と
も、当時のマスメディアから流された情報に依拠しながら、そのイメージ
形成を行っているのだが、それぞれの表現意図や作者の思い・情念といっ
たものから、文章や詩に表出するものがそれぞれに異なっていることを確
かめることができた。
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　九条武子について文学事典で調べてみると、次のように出ている。
　明治20年（一八八七）10月20日生−昭和3年（一九二八）２月7日没。
京都の浄土真宗、西本願寺に生まれる。姓は大谷。京都府師範学校附属幼
稚園、同附属小学校に学ぶ。附属小学校の尋常科を卒業後は、学校に通わ
ず西本願寺内で家庭教師について学ぶ。22歳のとき、九条良
よしむね
致（貞
てい
明
めい
皇后
＝大正天皇の皇后、の弟）男爵と結婚。夫と共にヨーロッパに渡り、ロン
ドンに住む。1年足らずで夫と別れ、義姉大谷かず子（武子の兄、大谷光
こう
瑞
ずい
の妻）とヨーロッパ諸国を見学し、シベリヤ経由で帰国する。かず子が
急に亡くなったので、仏教婦人会の仕事に力を入れ、全国を巡回伝道する。
26歳のとき、『心の花』（竹柏会・発行、佐々木信綱主宰）に歌を発表し、
以後、歌人として活躍する。32歳のとき、義姉かず子と計画した女子高等
専門学校（後の京都女子大学）を設立し、女子教育に乗り出す。36歳のと
き、関東大震災にあう。被災者の悲惨な姿を見て社会事業に志す。37歳の
とき、細民（経済的に貧しい人）救済や児童愛護に活躍するが、過労に陥
り発病。京都に帰り母の看護を受ける。40歳のとき、年末まで細民街を巡
回し、医療救済、精神教化などの奉仕活動を続ける。昭和3年（一九二八）
1月、震災からの疲労が蓄積し、発病。病院で敗血症（＊血液及びリンパ
管中に病原菌が侵入し、細菌から分泌する毒素のために激烈な中毒症状を
起こし、かつ、諸種の急性炎症を発する疾病）と診断される。２月7日夜、
40年４ヶ月の生涯を閉じた。
　２月８日、東京の築地本願寺に遺骸が安置され、葬儀の前に「芳
ほう
貌
ぼう
をお
がむこと」が許された。お参りに行った人の話によれば、「ぼんぼりに照
らされて、長い廊下を歩いていって、静かな、清らかな美しいお顔を見ると、
まったくこの世の人ではない気がした」（注6）という。また、ある人はお参
りには行かず、心ばかりの香を焚いて、故人をしのんだという。その人に
よれば、「あまり多くのものに、死者の顔を見せるのは嫌いだから、見ら
れるのはお厭
いや
だろうと思（って）」（注7）とのことであった。
　なお、史光の詩「都の白無垢」に出てくる「白無垢」とは、上着下着と
霜田史光研究落穂拾い（その3）
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もに白色の服装ということであるが、「白無垢の花嫁」とも、「白無垢の死
し
出
にで
立
たち
」とも使われる。一言、付記しておく。
注
⑴　井上康文『新らしい　詩及
および
詩人とその変遷』（交蘭社　昭和6年４月＊この本
は大正15年1月刊行『現代の詩史と詩講話』の増補改訂版）149ページ。但し、
引用に際し、現代表記に改めた。
⑵　ユーカリ編集部編『追想　福田正夫　　詩と生涯』（冬至書房新社　昭和55年
11月）所収の石垣りん「福田正夫　　「心を打った男たち」より　　」による。
この文章は、石垣りん「心を打った男たち　　福田正夫」（『日本経済新聞』昭
和52年８月1日～3日）の再録である。
⑶　前出⑵に同じ。
⑷　大井康暢『戦後詩の歴史的運命について』（岩礁社　昭和60年８月）所収「モ
ダニズムと民衆詩派」。引用は同書114ページ。なお、「モダニズムと民衆詩派」
の初出は詩誌『岩礁』第37号（昭和56年４月）。
⑸　前出⑷『戦後詩の歴史的運命について』121ページ。
⑹　長谷川時雨『近代美人伝』（サイレン社　昭和11年２月）所収「九条武子」。引
用は尾形明子編『長谷川時雨作品集』（藤原書店　2009年11月）248ページ。
⑺　前出⑹『長谷川時雨作品集』249ページ。
添付写真
＊写真①　小冊子『第五回　民謡祭譜本　会員作詩作曲集』（日本民謡協
会　昭和10年11月）
＊写真②　井上康文の詩碑を建設する会／記念誌編集委員会編『詩人・井
上康文』（小田原市立図書館内　井上康文の詩碑を建設する会
　昭和55年6月）。
＊写真③　雑誌『銀杏　第十八号』（秋田県立横手高等女学校校友会　昭
和10年12月）。
（本学教育学部教授）
